
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

53 音楽祭申し込み状況 

演奏者（団体） 

Tonny 

日音協新潟県支部 

Rico＆Tatsu 

私鉄総連 

全逓音協 

日音協東京都支部 

日音協沖縄県支部 

メーデー合唱団 

日音協福島県支部 

林音協 

日音協秋田県支部合同 

日音協香川県支部 

メイウィンズ 

ＦＭカンパニー 

ブービーバンド 

パールライス 

日音協青森県支部 

ふらっと・しゃーぷ 

日音協茨城県支部 

スポットライト   江崎文雄 

日音協九州支部 

Kako と Mika 

かたくり 

自治労音協 

合唱団ミール  

日音協長野県支部 

ローカル線  

シングルトリオ 

おーたけじぇーむす＆おだかずや 

                                         

 

※未確定の部分もありますが、申し 

込みは締切りました。次号には、プ 

ログラムを掲載予定です。 
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日
音
協
は
、
７
月
３０
日
～
３１
日
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
、
２
０
２
２

全
国
代
表
者
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。
あ
わ
せ
て
30
日
に
は
第
53
回
は

た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭
第
２
回
中
央

実
行
委
員
会
、
31
日
に
は
第
９
回
幹

事
会
を
開
催
し
、
水
戸
音
楽
祭
の
取

り
組
み
状
況
な
ど
の
協
議
・
確
認
し

ま
し
た
。 

申
込
状
況
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。
他
に
ゲ
ス
ト
出
演
（
い
な
の
と

ひ
ら
・
の
こ
と
ば
）
な
ど
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 

日
音
協
茨
城
県
支
部
を
中
心
に
、

茨
城
県
実
行
委
員
会
で
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
き
て
第

７
波
の
変
化
し
な
が
ら
の
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
。
政
府
は
行
動
制
限
し

な
い
方
針
と
の
こ
と
。 

全

国

代

表

者

会

議

を

開

催 

代
表
者
会
議
で
は
、
音
楽
祭
の
開

催
お
よ
び
開
催
し
た
際
の
全
国
交
流

会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
全
国
の

状
況
を
踏
ま
え
、
８
月
７
日
開
催
の

第
10
回
幹
事
会
で
判
断
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。 

ま
た
、
来
年
の
第
54
回
は
た
ら
く

も
の
の
音
楽
祭
は
新
潟
県
支
部
に
受

け
入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し

た

。

２

０

２

３

年

６

月

３

日

（
土
）
～
４
日
（
日
）
、
新
潟
県
長

岡
市
・
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
（
シ
ア
タ

ー
）
を
前
日
か
ら
予
約
済
み
で
す
。 

そ
し
て
11
月
の
全
国
総
会
に
向
け

て
は
、
幹
事
会
の
「
役
員
せ
ん
こ
う

委
員
」
に
、
富
山
県
支
部
の
磯
野
友

一
さ
ん
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

■
経
過
と
今
後
の
取
組
み
予
定 

７
／
15 

日
音
協
ソ
ン
グ
２
０
２
２
選

考
委
員
会
（
ズ
ー
ム
）
８
名
＋
２
名

参
加 

７
／
30 

原
水
禁
福
島
大
会 

８
／
４
～
６ 

原
水
禁
広
島
大
会 

８
／
７
～
９ 

原
水
禁
長
崎
大
会 

９
／
３
～
４ 

第
53
回
水
戸
音
楽
祭 

９
／
４ 

日
音
協
ソ
ン
グ
応
募
締
切 

９
／
16
～
18 

全
国
ア
コ
ニ
ス
ト
の
つ

ど
い
２
０
２
２ 

静
岡
県
伊
東
市 

９
／
19 

さ
よ
う
な
ら
戦
争
さ
よ
う
な

ら
原
発
９
・
１
９
大
集
会
（
代
々
木

公
園
屋
外
ス
テ
ー
ジ
） 

10
／
９ 

イ
ッ
ト
ク
・
フ
ェ
ス
２
０
２

２ 

10
／
15
～
16
（
予
定
） 

関
東
ブ
ロ

ッ
ク
合
宿
（
講
師
に
笠
木
博
逸
さ

ん
） 

11
／
12 

第
59
回
日
音
協
定
期
総
会 

11
／
12
～
14 

護
憲
大
会 

11
／
13 

第
１
回
日
音
協
幹
事
会 

 

（
佐
藤
康
弘
） 

 

53

音

楽

祭

は

感

染

症

状

況

を 

８ 

/ 

７ 

に

見

極

め 

http://nichionkyou.org/


  

 

 

 

 

■ 感染症まん延と音楽祭の中止の可能性 
新規感染者が急増している状況ですが、7月28日時

点では開催する前提で準備を進めています。全国代表

者会議で各支部の会員のみなさまの雰囲気も伺いまし

た。全代会議の議論とその後の感染の状況を見極めて、

８月７日予定の日音協幹事会で一定の判断をします。

全国交流会の開催の可否についても８月７日に判断し

ます。それについては茨城県実行委員会にも確認して

おります。また仮に音楽祭を中止とした場合でも、航

空券のキャンセル料を日音協は負担できません。 

 

【感染症対策について】 
第53回はたらくものの音楽祭の感染症対策を次の

とおりとします。 

音楽祭に向けて出発する時点で、発熱のある方、そ

の他体調のすぐれない方は音楽祭に参加しないように

ご要請します。無料または低廉のＰＣＲ検査、抗原定

性検査が広く行われていますので、出発前にこれを受

けることをお薦めします（参加のための必要条件とは

しません）。 

会場入り口の非接触型体温計で検温してください。

37.5度以上の発熱のある方は入場しないでください。

また、入り口で手指の消毒をお願いします（９月３日、

４日それぞれ、また再入場のたびに）。ザ・ヒロサワ・

シティ会館内では、ステージ上の演奏のときと短時間

の水分補給のときを除き、常にマスクを着用してくだ

さい。手指のこまめな石けんを使った洗浄に加え、入

り口以外にも何か所か手指用消毒薬を用意しますので、

こまめな消毒をお願いします。 

ステージ上で演奏するときは、マスクを着用しなく

ていいこととします（ステージ袖で待機している間と、

演奏を終えて降壇するときは着用をお願いします）。

降壇するときに手指を消毒してください（消毒薬を用

意します）。 

ステージスタッフは、使い捨てのビニール手袋を、

ステージ転換のたびに新しいものを使ってください。

マイクロフォンの集音部（アミの部分）に使い捨ての

カバーをつけます。マイクロフォンのその他の部分と

マイクスタンドの演奏者が触りがちな部分は、ステー

ジ転換のたびに消毒用アルコールとペーパータオルで

消毒します。舞台上で使う椅子なども同様とします。

ステージスタッフは、ステージ転換が終わるたびにス

テージ袖で手指を消毒し、ビニール手袋を所定の袋に

捨てます（再利用しない）。そのために、ステージ転

換時間は４分を標準とします。 

客席はじゅうぶん余裕がありますので、ひとつ空け

て着席してください。 

客席でうたう場面（全体合唱）は、エンディングの

「インターナショナル」１曲とします。出演者は、客

席におられる方に一緒にうたうように呼びかけないで

ください。 

ザ・ヒロサワ・シティ会館小ホールは、国の定める

基準以上の性能の機械換気をしていますので、ドアの

開放等はしません。 

感染症対策は、全国代表者会議での議論や国、茨城 

 

県の指針の更新を受け、今後とも更新していきます。 

≪幹事会で追加した感染症対策≫ 

・エンディングはステージ上も含めてマスク着用と

します。 

 ・従来、３つ前の出演者の演奏が終わったら下手袖

集合としていましたが、２つ前の出演者の演奏が終

わったら下手袖集合に変更します。 

 

■ステージ配置図について 

ザ・ヒロサワ・シティ会館小ホールのステージは、

間口10.8メートル、奥行きが4.0メートルしかありま

せん。ステージスタッフが極めてスペースで感染症対

策しながら作業することもあり、うたマイクをずらっ

と多数並べることは避けたいと思います（ボーカルマ

イクは６本を予定）。また、ドラムセットは使用する

演奏者（団体）が少ないこともあり、ステージに出し

っぱなしにしない方向で検討しています。ご理解のう

え、ステージ配置図を作成・提出いただきますようお

願いします。（会場からは、演奏者が１ｍの間隔をと

ることを求められています。） 

舞台照明も簡素なものを予定していますが、ホリゾ

ントの色は３種類程度としつつできるだけご希望に添

えるように努力します。希望があればステージ配置図

に書いて提出してください。 

 

■出演者ごとの演奏時間ついて 
企画書では（企画ものを除き）「出演時間は１単位

６分としますが、構成上多くかかる場合には中央実行

委員会事務局と協議ください」としています。が、演

奏時間を６分を超えるとしている出演者（団体）の方

には、６分という趣旨をもう一度考えていただきたい

とを要請します。６分を超えるものは一切認めないと

いう意味では決してなくて、ほかの出演者（団体）で

は６分に収めるためにアレンジを工夫したり短縮した

りしているところもある、ということをご紹介しなが

ら、バランスという趣旨でご検討をお願いいたします。 

 

■ステージスタッフの派遣要請 
これまでステージスタッフにご協力いただいてきた

方々に第53回でもご協力を要請します。日音協は交通

費にもならないほんの気持ちばかりの謝礼だけですが、

ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年 8 月 1 日              音 楽 運 動              第 643 号（2） 

全国代表者会議・音楽祭第 2 回中央実行委員会の確認事項 

【水戸駅からの案内図】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年 8 月 1 日              音 楽 運 動              第 643 号（3） 

東日本大震災・福島原発事故から 11 年。40 年

～50 年と言われた事故原発の廃炉作業の収束は、い

まだ目途も立たない状況にあり、増え続けるトリチ

ウム汚染水の海洋放出が、漁民や県民の反対にもか

かわらず、来春、強行されようとしています。いまだ

３万人近くの人々が避難生活を余儀なくされ続け、

さらに補償や健康、地域社会の復興など様々な課題

が山積しています。今大会でも、それらの現状を明ら

かにし、フクシマとの連帯を考えます。･･･。 

2022 年 7 月 30 日（土）、福島市・「パルセいい

ざか」にて、被爆 77 周年原水爆禁止世界大会・福島

大会が開催されました。 

日音協は、実行委員会との事前協議で「開会前の時

間に、『日音協福島県支部の動画』を流してほしい」

との要請を行い、（日音協 HP でも視聴できる）「草

茫々」「天神山の見晴らし台から」「僕は君のそばにい

る」「セシウムの風に吹かれて」「ざけんじゃネェー汚

染水放出」の５曲（約 30 分）を紹介してきました。 

好評でした。参加者は約 400 名。  （南條善徳） 

 

 

 

 

 

板井支部長あいさつ 

写真は全て「ざけんじゃネェー汚染水放出」より 

     アルプス哀歌 
八戸市 小玉 若枝 

アルプスに降る雪は 

山々を覆い谷々を埋めて積もる 

あるものは万年雪となり氷河となる 

あるものは融けて地中に沁み込んで行く 
 

地中に沁み込んだ水は 

長い年月をかけて濾過されて行く 

そして地表に清水となって現れる 

またあるものは湧き水となって現れる 
 

地表に現れた水は 

沢となり山を下り川となり海に流れ出す 

そして草や木を育て虫や動物を生かし 

海藻を茂らせ魚や多くの生き物を育む 
 

ALPS に入る水は 

大震災後に壊れた原発の出す放射能で汚染され 

タンクに溜まり続ける汚染水 

フィルターで濾過されて流れ出す 
 

ALPS から出る水は 

処理水としてタンクに溜めて 

漁民らの理解なしには処分しない約束で 

敷地のタンクに溜めている 
 

ALPS から出た処理水は 

知らぬ間に ALPS 処理水と名を変えて 

漁民らとの約束を反故にし抗議を無視して 

薄めて海の沖遠く流すと決められた 
 

  Alps はアルプスと書けるけど 

  ALPS はアルプスとは書けないようだ 

  USA がウサとは書かないように 
 

アルプス哀れ 

アルプスを泣く 
 

（2022/3/31 デーリー東北朝刊） 

【評・瀬川紀雄】 

自然としてのアルプスと、大震災で汚染された処

理水の名であるアルプスとを対比し、漁師との約束

を反故にする、そんな時世を嘆いています。時世の過

ちだろうことを訴えるのも、詩の重要な意義の一つ

と思われます。いや、最も重要な意義かもしれませ

ん。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年 8 月 1 日              音 楽 運 動              第 643 号（4） 

 

日
音
協
ソ
ン
グ
の
選
考
委
員
に

つ
い
て
は
、
各
支
部
な
ど
に
推
薦
の

依
頼
を
し
、
会
長
の
責
任
で
調
整

し
、
全
国
代
表
者
会
議
で
確
認
さ
れ

ま
し
た
。 

 

今
村
一
男
（
新
潟
）
、
後
藤
雅
裕

（
秋
田
・
幹
事
）
、
嵯
峨
高
（
青
森
）
、

塚
本
昇
（
長
野
・
幹
事
）
、
細
川
剛

（
香
川
・
幹
事
）
、
松
本
敏
之
（
茨

城
・
会
長
）、
的
場
芳
男
（
北
海
道
）
、

山
中
正
仁
（
九
州
）
、
の
皆
さ
ん
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

な
お
、
選
考
委
員
だ
か
ら
応
募
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

 

み
ん
な
で
、『
わ
た
し
た
ち
の
歌
』

を
創
り
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

日音協ソング 2022 の募集について 
 

 日音協の活動にご協力いただいていることに、改め

てお礼を申し上げます。 

日音協は、「みずからを表現する運動」「つくり・う

たい・ひろめ・つなぎあう、四つの活動」として、一

貫して創作を重視し、創作活動を推進するために毎年

日音協ソングの募集と選考、紹介をしてきました。日

音協のみずからを表現する運動の重要な柱である創

作を推進するために、日音協ソング 2022 を募集し

ます。選考委員会を構成し、応募曲の中から全国に広

めたいうたを選考し、歌集、ホームページ、音楽祭な

どで広めます。９月４日を応募締切にしますので、新

曲を積極的に応募されるようお願いします。 

 日音協各支部、各労組音協、各サークル、会員の積

極的な応募を要請いたします。 

 

記 

 

１ 対 象  

(1) 歌詩のついた音楽とし、詩だけ、曲だけの応募

は受け付けません。みんなでうたえる歌、という

ような限定はしません。 

(2) 2021年までのはたらくものの音楽祭またはは

たらくもののインターネット音楽祭ですでに演

奏されたことのある曲は対象にしません。 

(3) 詩または曲の作者である日音協会員が応募す

ることとして、会員ひとり２曲までとします。 

(4) 日音協会員以外の人がつくった作品の場合、日

音協支部の推薦が必要です。１支部につき２曲ま

でとします。 

 

２ 応募方法 (1)(2)のいずれかとします。(1)(2)の

ふたつを提出された場合には、ど

ちらが応募作品か事務局から確認

をお願いすることになります。 

(1) 歌詩つきの楽譜 

日本音楽協議会事務所に送るか、９月３日、

４日に第53回はたらくものの音楽祭の受付に提

出してください。 

(2) 音源または音源つき動画 

ＤＶＤ、ＣＤ、カセットテープなどの媒体か、

電子ファイル（ダウンロード先ＵＲＬを指定する

方法がおすすめです）として、日本音楽協議会事

務所に送るか、９月３日、４日に第53回はたら

くものの音楽祭の受付に提出してください。 

 

３ 締切り 2022年９月４日（日）13：00 

 

４ 応募曲と選考委員会推薦曲の公表 

(1) 応募曲はすべて楽譜集にして『音楽運動』号外

の形で、日音協会員と機関紙読者にお届けしま

す。 

(2) 応募曲の中から、選考委員会で全国に広めたい

うたを選考し推薦曲とします。日音協第59回定

期総会で披露し、日音協機関紙『音楽運動』に楽

譜を掲載するとともに、2023年の第54回はた

らくものの音楽祭で演奏していただきます。 
 

５ 応募作品等の提出先 

日本音楽協議会 

事務所所在地 101-0061東京都千代田区三

崎町３丁目10-15富士ビル505号室 

ファックス  03-6369-3057 

インターネットメール nichion@yomogi.or.jp 

日音協のメール受信サーバーは割り当て容量

が小さいので、動画データファイルや音声デ

ータファイルは、メール添付ファイルでなく、

データ便などダウンロード先ＵＲＬを指定す

る方法としてください。 

データ便 https://www.datadeliver.net 

または、第53回はたらくものの音楽祭（水戸市：

ザ・ヒロサワ・シティ会館小ホール）受付にお持

ちください。 

 

今村さん 後藤さん 

嵯峨さん 
塚本さん 

松本さん 

山中さん 

細川さん 

 

的場さん 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年 8 月 1 日              音 楽 運 動              第 643 号（5） 

沖縄市立山内小学校２年 徳元穂菜 

 

びじゅつかんへお出かけ 

おじいちゃんも 

おばあちゃんも 

いっしょに 

みんなでお出かけ 

うれしいな 

 

こわくてかなしい絵だった 

たくさんの人がしんでいた 

ちいさな赤ちゃんや、おかあさん 

 

風ぐるまや 

チョウチョの絵もあったけど 

とてもかなしい絵だった 

 

おかあさんが、 

七十七年前のおきなわの絵だと言った 

ほんとうにあったことなのだ 

 

たくさんの人たちがしんでいて 

ガイコツもあった 

わたしとおなじ年の子どもが 

かなしそうに見ている 

 

こわいよ 

かなしいよ 

かわいそうだよ 

せんそうのはんたいはなに？ 

へいわ？ 

へいわってなに？ 

 

きゅうにこわくなって 

おかあさんにくっついた 

あたたかくてほっとした 

なくさないように 

わすれないように 

こわいをしって、へいわがわかった 

 

 

 

 

目
を
引
く
タ
イ
ト
ル
に
、
そ
び
え

立
つ
サ
ン
マ
の
表
紙
。
ど
こ
に
連
れ

て
行
か
れ
る
の
か
わ
か
ら
ぬ
ま
ま

読
み
始
め
た
が
、
気
づ
け
ば
、
著
者

の
「
サ
ン
マ
を
め
ぐ
る
冒
険
」
に
す

っ
か
り
引
き
込
ま
れ
て
い
た
。 

 

舞
台
は
、
米
国
統
治
下
の
沖
縄
。

琉
球
政
府
の
上
に
あ
っ
た
「
琉
球
列

島
米
国
民
政
府
（
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
）
」

が
、
日
本
本
土
か
ら
の
「
輸
入
魚
」

の
サ
ン
マ
に
20
％
の
物
品
税
を
か

け
、
琉
球
政
府
が
徴
収
し
始
め
た
。

だ
が
課
税
品
目
に
サ
ン
マ
の
文
字

は
な
い
。
住
民
の
不
満
は
高
ま
り
、

１
９
６
３
年
、
魚
屋
の
玉
城
ウ
シ
と

い
う
女
性
が
、
税
金
を
返
せ
と
琉
球

政
府
を
訴
え
た
。 

 

ウ
シ
は
裁
判
に
勝
つ
が
、
そ
の
直

後
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
ト
ッ
プ
は
「
布
令
」

で
サ
ン
マ
を
課
税
品
目
に
加
え
、
こ 

れ
は
過
去
に
も
さ
か
の
ぼ
る
と
発

表
。
今
度
は
こ
の
布
令
を
巡
り
、
第

２
の
サ
ン
マ
裁
判
が
起
き
る…

…

。 

 

ウ
シ
が
背
負
っ
た
家
族
の
物
語

と
、
サ
ン
マ
裁
判
の
紆
余
曲
折
だ
け

で
一
冊
の
本
に
な
り
そ
う
だ
が
、
こ

れ
は
ま
だ
序
盤
。
サ
ン
マ
裁
判
は
、

「
島
ぐ
る
み
闘
争
」
な
ど
沖
縄
の
戦

後
史
の
源
流
と
な
り
、
米
軍
支
配
と

闘
っ
た
政
治
家
・
瀬
長
亀
次
郎
と
も

つ
な
が
っ
て
、
大
き
な
展
開
を
見
せ

て
い
く
。 

 

生
き
生
き
と
描
き
出
さ
れ
る
登

場
人
物
た
ち
は
、
ウ
シ
、
ラ
ッ
パ
、

ト
ラ
、
カ
メ…

…

と
豪
傑
ぞ
ろ
い

（
そ
れ
が
誰
を
指
す
の
か
は
、
ぜ
ひ

本
書
を
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
）
。

政
治
的
立
場
や
境
遇
も
異
な
る
人

た
ち
が
「
お
か
し
い
こ
と
は
お
か
し

い
」
と
声
を
上
げ
、
バ
ト
ン
を
つ
な 

ぐ
よ
う
に
沖
縄
の
自
治
を
勝
ち
取

っ
て
ゆ
く
さ
ま
に
は
、
圧
倒
さ
れ

る
。 

 

史
実
を
丹
念
に
追
い
つ
つ
も
、
堅

い
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
形
に
し

な
か
っ
た
の
は
、
沖
縄
の
戦
後
史
を

少
し
で
も
多
く
の
読
者
に
伝
え
よ

う
と
す
る
著
者
の
試
み
だ
と
感
じ

た
。
軽
妙
な
文
章
と
巧
み
な
構
成

で
、
読
む
人
を
離
さ
な
い
工
夫
が
あ

ち
こ
ち
に
さ
れ
て
い
る
。 

 

サ
ン
マ
裁
判
が
問
う
た
の
は
沖

縄
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
だ
け
で
は
な

い
。
問
わ
れ
た
の
は
む
し
ろ
、
日
本

の
、
そ
し
て
米
国
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

だ
っ
た
。
こ
の
本
が
い
ま
世
に
出
る

こ
と
の
意
味
を
、
改
め
て
考
え
ず
に

は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。 

朝
日
新
聞
７
／
30 

朝
刊 

 
 

 
 

評
・
宮
地
ゆ
う 

やまざと・まごあり 

 

64 年生まれ。沖縄

テレビディレクタ

ー。本書はテレビ・

映画で発表した作

品を書籍化した。 

 

イースト・プレス 

    1,650 円 

書

籍

紹

介 

2022平和の詩 
沖縄全戦没者追悼式 

6 月 23 日の「慰霊の日」、糸満市摩文仁の平和祈念公園 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年 8 月 1 日              音 楽 運 動              第 643 号（6） 

▼
「
国
葬
に
閻
魔
（
え
ん
ま
）
が
呆
れ
る

嘘
の
数
」
。
不
謹
慎
な
が
ら
秀
逸
の
川
柳

だ
▼
安
倍
元
首
相
を
「
国
葬
」
に
し
よ
う

と
岸
田
文
雄
首
相
は
即
決
し
た
が
、
メ

デ
ィ
ア
は
一
斉
に
、
統
一
教
会
＝
国
際

勝
共
連
合
と
の
癒
着
関
係
を
暴
露
し
て

い
る
▼
安
倍
氏
は
、
首
相
と
し
て
の
在

任
期
間
が
長
か
っ
た
の
が
評
価
さ
れ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
拉
致
も
北
方
領
土
も

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
も
口
数
ば
か
り
多
い
割

に
は
何
の
成
果
も
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
森
友
・
加
計
学
園
問
題
、
「
桜
を
見
る

会
」
等
に
み
ら
れ
る
政
治
の
私
物
化
に

か
か
わ
る
疑
惑
等
を
首
相
自
ら
が
引
き

起
こ
し
た
上
、
国
会
で
虚
偽
答
弁
を
繰

り
返
し
た
結
果
、
未
だ
そ
の
真
相
は
明

ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
自
殺

者
ま
で
出
し
た
行
政
文
書
の
改
ざ
ん
問

題
に
つ
い
て
も
、
未
解
決
な
ま
ま
だ
▼

内
閣
・
自
民
党
合
同
葬
な
ら
「
そ
れ
に
相

応
し
い
か
」
と
い
う
議
論
が
起
こ
る
余

地
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
戦
後

は
法
律
上
の
定
め
が
な
い
「
国
葬
」
と
な

る
と
そ
う
は
い
か
な
い
。
世
間
的
に
は

し
ば
ら
く
忘
れ
ら
れ
て
い
た
「
統
一
教

会
」
と
は
何
な
の
か
に
改
め
て
関
心
が

集
ま
り
、
こ
の
国
際
的
な
詐
欺
集
団
と

岸
信
介
か
ら
安
倍
晋
太
郎
そ
し
て
晋
三

に
至
る
政
治
家
一
家
３
代
に
及
ぶ
癒
着 

関
係
が
浮
き
彫
り
に 

な
っ
て
く
る
。
腐
り 

き
っ
た
構
図
だ
▼ 

「
国
葬
」
に
は
た
っ 

ぷ
り
の
血
税
が
使
わ 

れ
る
の
だ
ろ
う
が
、 

も
う
納
税
す
る
の
が 

い
や
に
な
る
。 

                                                                       

 

   

 

     

 

    

   

                          

（157） 

飯島貞親 

▼５月に CATVで「日本映画専門チ

ャンネル」を見ていたら「サンマデモ

クラシー」というドキュメンタリー

映画を流していた。何気なく見てい

たが、だんだんメモしながら最後ま

で見た。▼USCAR のキャラウェイ

高等弁務官は、ワンマン社長みたい

なもんで、「自治は神話」と言ったと

か。アメリカと沖縄の関係は「本社と

下請の関係」とも言ったとか。（佐藤） 

▼3 年ぶりの開催を予定している茨

城県水戸市のザ・ヒロサワシティ会

館小ホールについて舞台監督から一

言。とにかく狭いです。さらに感染症

対策として、出演者は１メートルの

間隔を開けるように要請されていま

す。詳細については、申し込み頂いた

方に直接お知らせしますが、ご協力

の程宜しくお願いします。出演いた

だく皆様にはご苦労をおかけするこ

とになりそうですが、小さなステー

ジではあっても、3 年の年月が蓄積

した熱い演奏を想像しワクワクして

います！        （坂口） 

▼ロシアのウクライナ侵攻に強く抗

議し、ただちに軍を撤退させるよう

に改めて求めます。一方日本政府は、

軍事同盟であるＮＡＴＯと一体で行

動していますが、軍事対軍事の一方

に加担するのではなく、憲法９条を

もつ日本だからこそできる役割を果

たすべきです。国内ではロシア、中

国、北朝鮮に備えるのだとして、アメ

リカとの軍事同盟強化、敵基地攻撃

能力、核共有という議論があります

が、軍拡競争で平和は守れないこと

は日本が一番よく知っているはずで

す。戦争放棄の理念をもとに極東の

安定をめざすべきです。  （松本） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茱
萸
坂
う
た
行
動 

７
／
８
（
４
４
８
回
）
報
告 

Ｒ
ｉ
ｃ
ｏ 

  

歌
の
力
が
物
語
る
も
の 

【
参
加
者
】
佐
藤
さ
ん
、
は
し
ゆ
き
さ

ん
と
夫
さ
ん
、
え
る
も
く
ん
、
イ
サ

さ
ん
、
モ
リ
ヤ
さ
ん
、
達
哉
、
み
つ

え
さ
ん
、
ゆ
き
ち
ゃ
ん
、
森
、
男
性

観
客
お
ひ
と
り 

 
 

計
１１
名 

  

旗
を
準
備
し
て
い
る
と
、「
こ
ん
に

ち
は
」
と
男
性
が
声
を
か
け
て
き
た
。

ど
ち
ら
さ
ま
？
と
思
っ
た
ら
「
先
日
、

新
宿
デ
モ
で
ご
一
緒
し
ま
し
た
。
」

と
。
そ
う
、
辺
野
古
基
地
建
設
反
対
の

デ
モ
で
、
背
に
バ
ス
ド
ラ
ム
、
胸
に
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
、
口
元
に
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
と
い
う
ひ
と
り
楽
団
を
さ
れ
て

い
た
方
。
お
名
前
は
佐
藤
さ
ん
。
今
日

は
お
仕
事
帰
り
だ
そ
う
で
、
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
と
コ
ル
ネ
ッ
ト
の
ラ
ッ
パ
２

本
で
う
た
行
動
に
来
て
く
れ
た
の

だ
。
そ
し
て
経
産
省
前
行
動
か
ら
茱 

達哉 です 

萸
坂
を
上
っ
て
き
た
一
団
も
、
い
つ

も
よ
り
大
勢
。
イ
サ
さ
ん
、
モ
リ
ヤ
さ

ん
、
は
し
ゆ
き
さ
ん
ご
夫
妻
、
み
つ
え

さ
ん
、
ゆ
き
ち
ゃ
ん
、
そ
し
て
自
転
車

青
年
・
え
る
も
く
ん
。
彼
は
、「
ぼ
く

は
こ
れ
で
す
」
と
テ
ナ
ー
リ
コ
ー
ダ

ー
を
掲
げ
た
。 

 
佐
藤
さ
ん
は
な
ん
と
ラ
ッ
パ
２
本

同
時
吹
き
。
右
手
左
手
そ
れ
ぞ
れ
に

持
ち
、
合
奏
に
し
た
い
の
だ
と
い
う
。

ユ
ニ
ゾ
ン
で
も
２
色
の
音
が
き
れ
い

に
茱
萸
坂
に
響
く
。
ラ
ッ
パ
２
本
、
リ

コ
ー
ダ
ー
も
は
し
ゆ
き
さ
ん
の
電
子

リ
コ
ー
ダ
ー
と
合
わ
せ
て
２
本
、
達

哉
も
刺
激
さ
れ
て
ギ
タ
ー
を
鳴
ら

す
。
モ
リ
ヤ
さ
ん
の
ギ
タ
ー
と
私
の

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
で
、
ち
ょ
っ
と
し

た
楽
団
の
体
を
成
し
た
。 

 

歌
詞
カ
ー
ド
は
持
っ
て
い
た
が
楽 

譜
が
無
く
、
楽
器
の
人
た
ち
も
知
っ

て
い
そ
う
な
曲
や
替
え
歌
を
選
ん
で

歌
っ
た
。『
月
桃
』『
沖
縄
い
ま
こ
そ
立

ち
上
が
ろ
う
』
『
そ
ん
な
世
界
が
一

番
』『
ふ
る
さ
と
沖
縄
』…

。
け
れ
ど
、

佐
藤
さ
ん
た
ち
は
調
が
わ
か
れ
ば
初

め
て
の
歌
で
も
合
わ
せ
て
く
れ
る
の

が
わ
か
っ
た
の
で
、『
決
意
』
や
『
大

き
な
橋
』
も
歌
っ
た
。
私
が
歌
詞
を
覚

え
て
い
な
い
『
青
い
空
は
』
や
『
は
ば

た
け
憲
法
九
条
』
は
モ
リ
ヤ
さ
ん
所

蔵
の
楽
譜
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。 

『
ケ
サ
ラ
』『
民
衆
の
歌
』『
こ
ど
も

ら
の
明
日
の
た
め
に
（
ア
メ
ー
ジ
ン

グ
・
グ
レ
イ
ス
）
』『
あ
な
た
に
届
け
と

（
慈
し
み
ふ
か
き
）
』
『
風
車
の
唄
』

『
メ
ッ
セ
ー
ジ
』『
声
よ
集
ま
れ
歌
と

な
れ
』『
あ
た
り
ま
え
の
地
球
』…

も

う
思
い
つ
く
ま
ま
。
音
色
が
重
な
る

っ
て
な
ん
て
楽
し
い
！
通
り
す
が
り

に
カ
メ
ラ
を
向
け
て
行
く
人
や
、
立

ち
止
ま
っ
て
観
客
に
な
り
、
歩
道
の

反
対
側
で
最
後
ま
で
拍
手
を
送
っ
て

く
れ
る
人
も
現
れ
た
。
通
り
過
ぎ
て

い
く
人
た
ち
の
表
情
も
、
柔
ら
か
く 

見
え
る
。 

安
倍
元
首
相
が
亡
く
な
っ
た
。
け

れ
ど
ア
ベ
政
治
は
終
わ
っ
て
い
な

い
。
原
発
も
基
地
建
設
も
改
憲
へ
の

動
き
も
。
メ
デ
ィ
ア
の
垂
れ
流
し
特

番
に
、
悪
政
の
中
で
亡
く
な
っ
た
報

じ
ら
れ
な
い
人
々
の
無
念
を
想
う
。

私
た
ち
は
抗
議
を
続
け
よ
う
。 

 


